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 要  旨 
プラズマディスプレイ(PDP)の駆動において、空間電荷や Xe 準安定準位原子などのプライ
ミング粒子は駆動電圧の低減、放電の高速化に対して重要な役割を果たしている。最近の研究
において新たなプライミング粒子として電極保護などの目的で用いられているMgO層より放
射されるエキソ電子も注目され、様々な研究が行われている。そこで本研究では 10時間にわ
たるプライミング効果を測定し、各プライミング粒子の継続時間を明らかにすることを目指
す。また蛍光体やパネルに封入されたXeの分圧がプライミング効果に及ぼす影響も調べた。
実験では対角4インチ、セルサイズが1.08×0.36mm、封入ガス圧66.7kPa、Xe分圧が3.5%、
10%、30%、50%のパネルを用いた。またXe分圧10%で蛍光体が塗布されていないもの(蛍光
体なしパネル)も用いた。まず各パネルに表示放電を発生させてセルの状態を均一化し、その
後消去パルスによって消去放電を発生さる。消去パルス終了から期間Toff後にスキャン 2パル
ス等を印加し放電を発生させる。このとき放電が発生するまでの時間をTi-peakとし、Toffを変化
させた時のTi-peakの変化を調べることでプライミング効果の継続時間を調べた。またToffを変化
させた時のスキャン2パルスの放電開始電圧Vscan2も測定した。 
Toff対 Vscan2の結果から空間電荷と Xe準安定準位原子によるプライミング効果の影響が支配
的になっている期間がわかった。蛍光体ありパネルではそれぞれ10µsと30µs付近で、なしパ
ネルではそれぞれ 3µsと 20µs付近である。このように蛍光体ありパネルの方がプライミング
効果の継続時間が長く、蛍光体はプライミング効果を延長させる効果があると考えられる。
ToffとTi-peakの結果からToffが10hの時でも放電が発生していることがわかった。Toffが10hの
時には空間電荷やXe準安定準位原子はほとんど存在していないため、この放電は主としてエ
キソ電子放射の影響により発生したと考えられる。また、この結果をラウエプロットで評価し
たところエキソ電子放射による放電も空間電荷やXe準安定準位原子と同じような放電遅れを
形成することがわかった。またこの測定からも蛍光体によりプライミング効果が延長するとい
う結果が得られた。Toff対Ti-peakをXe分圧で比較するとXe分圧の増加によりXe準安定準位原
子の継続時間が早まることがわかった。これは三体衝突によりXe準安定準位原子の数が減少
することが主な原因であると考えられる。また、プライミング効果の強さはXe分圧に依存し
ていないことがわかった。さらに全てのXe分圧においてエキソ電子によるプライミング効果
はToffが20s付近から弱まることがわかった。 
 
